
■  目論見書のご請求は…

商 号 等

加入協会

：

：

安藤証券株式会社　金融商品取引業者
東海財務局長（金商）第１号
日本証券業協会

エイチエスビーシー・バンク・ピーエルシー
（HSBC Bank plc）

2019年 5 月 7 日（火）   
      ～ 5 月29日（水）

売出価格

（注1）利回りはロシア・ルーブルベースです。
（為替・税金の考慮をしておりません）

（注2）利回り計算は1年複利です。

%6.102利回り／年

%55.30
額面金額の

発 行 体 ▶ エイチエスビーシー・バンク・ピーエルシー
売 出 価 格 ▶ 額面金額の55.30%
償 還 価 格 ▶ 額面金額の100.00%
お申込単位 ▶ 額面100,000ロシア・ルーブル単位
売 出 期 間 ▶ 2019 年 5月7日～2019 年 5月29日
発 行 日 ▶ 2019 年 5月30日
受 渡 日 ▶ 2019 年 5月31日
償 還 日 ▶ 2029 年 5月30日

お客様のご負担となる費用

①

②
③
④

⑤
⑥

価 格 変 動 リ ス ク：

金 利 変 動 リ ス ク：
為 替 変 動 リ ス ク：
発行者の信用リスク：

カントリーリスク：
流 動 性 リ ス ク：

途中売却の場合には、売却時の債券市況や金利水準等により、債券の売却価格が変動し、ロシア・ルー
ブルベースの買付価格を下回ることがあります。
金利の上昇等による債券価格の下落により、損失を被ることがあります。
為替相場の変動により、円によるお受取り金額は増減し、損失を被ることがあります。
発行者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、元本や利息の支払能
力（信用度）が変化し、損失を被ることがあります。
通貨当事国の政治情勢等の影響を受け、損失を被ることがあります。
途中売却の際、換金が困難な場合や不利な価格となり損失を被ることがあります。

外貨建て債券のリスク

利率が0.00％である代わりに、発行価格（売出価格）が額面より低く設定されている債券です。額面金額の
100％で償還されるため、発行価格（売出価格）と額面金額の差額を償還差益として得られます。また、償還前の
価格は、金利の変動率等により上下しますが、満期までの期間が短くなるにつれ、おおむね上昇していきます。

ゼロ・クーポン債
とは

ロシア・ルーブル建ゼロクーポン社債
20292029年年55月月3030日日満期（10年債）満期（10年債）

売 出 期 間

お取引にあたっての注意事項

 ●外貨建て債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入する場合は、購入対価のみをお支払いいただき
ます。
 ●外貨建て債券の売買、償還等にあたり、円貨と外貨を交換する際には、外国為替市場の動向をふまえて当社が決定した為
替レートによるものとします。

 ●「契約締結前交付書面」、「発行登録追補目論見書」をご確認、ご理解のうえ、ご自身の判断でお申込み下さい。
 ●個人のお客様の場合、償還差損益・譲渡損益は申告分離課税の対象となります。
今後、税制当局により税制について新たな変更が行われた場合は、それに従うこととなります。
 ●「外国証券取引口座」の開設が必要となり、外国証券取引口座管理料《年間3,240円（税込み）》が必要となります。
 ●本社債は外貨建て債券で、償還金のお受取りは、原則償還日から起算して4営業日目以降となります。
 ●お客様の当社への払込は2019年5月30日が最終日となります。
 ●本社債のお取引は、クーリング・オフの対象にはなりません。
 ●原則として、売出期間中のキャンセルはできませんので予めご了承ください。

売 出 要 項
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